
れ 類癌 の軒 高 車の凍鹿 には 豊だ東 風 疎 碑 在 の,&家 リで あ るi 象 り し1=丘 が

た くさん劫 .フT=が ′lieの上か ら見 た限 り, 東 南伸 ば顔に しんと禰 宜 リかえ っ
ていTこ｡

それ か ら乗轟 肺 ･県東 柔避 太 く東 泉の 釆濠裁葡 よ )へ と 鹿み.お そろしく

濁 し＼挙句 楓乾 (?)への潜が鼓 し＼f=J速 庫 3年 息と､ァメ リか こ妓 んで い たが ′

地の /3卑 蘭 は′ 覆車 遺 IJ の伺 う劇 の きた な い研 蒐童と､ほお 森 永 の ことなど

には わき釘 を-1､あせ∵勉徹 して し､た,碑ifr, うわ さに の ぼ､る ｢お廉 太｣ という

書賓 -i/, 大挙に あるまじき奇 妙 TJ患者 だ､ヒ思 って 薗 い てい7こ. その凧 この

神賓 に して 慮す べ､か hさ､る拳固 丙 に入 ったのは / Er水地膚 瞥身 大金 の癖 と′

何か専務 師宣河 藩で 二三度 束 た麻Ftt廿で あ ,'た. し＼つt. 素 直ぐ正面 を向い

て歩い た ことを渡 えてし､る. jせ凍 敏感 に来 た Zとこしあ ったが♪何 となく威 勝

が 大 らかで′ 鉄泉 発生 の 体感 にあ わ tiて毅薮 を毅封･したのか と洛 J?た .

その旗 , 日放女 子大 の一斉女.科でア メリカ勉 虚 を教 える ことに 破 り, -女守大

生 とば あみ いカ もd)か と＼､う尭 入選 が感 いた.預れか ら立正大 挙 (地 建碗故

か 芝とん ど男手 )の さJ,ぼ､っ と.レた 粛国風 で 大 学の イ 〆- 1を新 たに してい

る うちに , お泉 太 へ蜂 常勃諸姉 で凍 る ことに な った ｡Ltの 暫時′ あちこちで

-女子大 の細塵 はど うか と封かれ7てが , いつもこちらLa:攻 子数奇のベ テ ランだ
と癒 えておいた . その頗周 狂 に ii ったわ けで あ Jaが, 一番 よろ こん だ o)は 象

肉で あ った_ 昇 富家丙 は rも､巌 のみ 大草 ･くい物 挙鮎 の 畠し､卑井 蛙 なので

ある,. そのよ うな 漸騰で′ 併個 人 と しても 革命 くわいは 宙舟 の出 た琴鹿 ど

教 え ているよ るな展 が レてい も,

月井究蜜だより
月 山 .久 子･

肖 日の経過 の早 さは,卑冬 を重 昭名目こつ れて廟 に しみて 藤せ られ ますが,

やれで も ヨdb～日の櫛 には′ この節窺慶 を参 めて 4))卜さ宣巌 金 に も′魔 夢の

の由来孝が あ り, 少し大が 亨に豪 え ぼ放 資の象 れ とい った 且の と終わせ られ

ます｡

地 境 蚤盤蜜の% 田栄貴兄 汝 は療贋慈 鶴 大草 に励慮 寓 にな りま した ｡慶か ユ

キ 車で したが 永 常乗′早に御薗 鼻 下 亨 i)J も､名 家が慮 しまれま した .密 封凌 奴

の後産 蛙硬度 葛 飾 として み えていた立 身 熟来光 且 に決 ま り一 7声いこ老嬢 され

ま したが, 守れ Lrt樺 し､蒐 後方 の亀衣 鉢 田 に十 御 免薮 に い ＼くノつか の密賓が
-7--



あ りま した,適 当対 日 の額顔 庄 次 の 盛 りで 丸 森洛地 雷 蓉 (液皿 → 総 務 〕

日永 地 毅 ユ 巨松 井 -j 凝 逆 ･武 ) 兼 務 尊 (親逓 一 束 ) 地 問 孝 演 習 (義

患 一与 式 ) 凍 審 議 艶 (式 う 正 凍 )鷹 感 触選 挙 (束 → 総務 )地 盈 鞠 沓 鼠

武 う 正薮 .地 図 単 (求 -1 五井 ′腰贋 尊 (凄 田 べ 親藩 う外 国 叱 毅 1日 放

承 → 正凍 )宙番地 理容産 廃 (故 事 A 栗 患 → 深 慮 )-額叔 替地 尊 く青 野 j

未 ),. ヌ牙 3神 変 馨を 南北 に命 っ壁 が 摩 られ或 兇象 の個 室 と立番 蒐 乳 の個 室

常連 留宴 とな り骨 活 も入 りま した巾 学生 蕗廟が 尿 繁 く 出入 する こ とば碓 東通
ljです｡ 蘇 任菌 伸の 右 葡萄 佳麗 来 構卑 l■こ行 わ れ てい･-i Lf二示､′ 不便 な庶 Lあ

る ので 今鼻オ らqLl虎. 尊町 床 鰍 萄耳. 萄末 の轟産生 Jこ藤 阜 iI徽 ‡､サJa蘇

瑚が と との い ました . 利承 兇 里 庄戚 来盛 り 政 治杷政 客 と正 史地 理 尊 を東 息 に

魂薮 し今泉 は 政治地 雷 単 ) して 下 告 ､ま寸,

虜 逮先 生 正 確卑 9月 に避 膚 を迎 え られ ′.大 略 酎 こ蕗放 生 や 阿蘇史静粛 にも､

集 ま り頂 い てよ､威 せ申し上げY さ 丁や か 71記金島を牌 蜜 し＼た しま した.髭 愈

品 の - つ の音 素 iz-てに 庭, フ ムガ ル ト とり ､再 7- の 写頁が お さま って一新 鬼

を に か ざ ら れ て い ます, 先 生 の r学位 さば斉 々増 大 す るようで､寸 が ,線ヰ 象

から 今卑 各月上 旬 まで ′ ミ=-ガ ン大 挙 の 色-お九 着- Jaf1- RjLLdLu
の鬼 きで 凌米 11.さ リ. 日 永地 絡 の執華 の ほれ 皐 廟 や メキ シコ虎 魚 を な さい

ま'した .この 4-月遅 ら す l士乾 生 に とって き こ とに演 壇 な息漉 き潮 蘭 で､あ った

よ うに思 え ま丸 盆 井先 生,br草生呑 兵長 の 庄 新 を番 えられ 孟 L,(I.J,今 度 は呆

尭 虹か､尊 虹養 厨兼 任 の寮■藤壕 展 に鹿任 でれ .･軒 寮 期 轟 で､客足 の 冷 泉かサ ヨーLAtt･

ヰ しい軒か ら . 諌 ことに こ くろ うな ことで 寸｡ 7名 の東 夷の他 に 参長 泉 は庸

放 射 の 絵轟 さ ん .研 究生 の 魂尭 さん (36年 辛 )中 坪 さん (泉戚 大草卑′醒

阜 )こひ きつす､､き), 太 放 生の お､手長の 土 橋 ざん (3占年 率 )かこ新 見嚢 の メ 1

八､- に加 わ り. かな り にぎ や かで す｡

今卑 J)辛 寮 生 は 尊蔀 /4L名 .専 攻科3鬼 で, 草朝 /牛鬼 の車 .遭 琴 (凄 承

耕 〕 /A. 卑巌 /0ノ工 金嵐 3人で した ｡薮原 が､多心 っ[=のi麻 雀 で′ 内 3
人 は宙如 こ錦 を針 )3 した. これ tよ ご当人 の 党に よjいざt, 人物 必'腐 番 な71-め

1-r竣 うで 寸ハ 鼻虹 3人 の 車 フ ジテレビの )卜王 さ んは. 字月 か ら斉 遮_日置 日日こ

ぼす=/ラン密 に摩 顔 を虜 わ して います し. 洩 糎 に入 った癖盈 さんは耳 凍原

廟 の承廟 に あ らわれて, 恩帰もたち まち 〆抄7リに 逢 わ れ る廟 とな り 〃 いとお

か しJ, とい った とこ ろで すh 周 東 斜の3人 の辛 寮 生 の 平 , 索 下. 希 の両液 鑑

激賛 大挙 の 天 啓軽 へ遅 番J 傘 水素署 等 さんは ファ イ トを貰 わ れ て布 川 の賓 手

放 へ威厳 いた しま した ｡

親 慶藩 の 廃 り軒 下 (過敏 キャ ラ 石 L,廊 下 )と新 鍍 金麟激産 の 間 に ′.田下象
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政 誓報 の東金 を薪磯 車で′ JLう 9本盛 り嵐 叔 L/ていま すが ′泰 に 環啓 7鳥 う

な絶 白の姥が∵ 又画質 に は番 えた つ避 寒 が 田を7=a)し話せ て くれた ∴長与 は

線画 の あち こちに穆 され て′ 大官.終 れ てしま小 束 した. ヌ 二の 塵 東風 壕 の火

の年始 衆か ら ノ ri昂 27 日の 碑ヰ ド 小 火Al､あ り, 廊 下の ロッ カ-と升 /研 鬼

盤の -都が 藤焼 L/r=勉 ,磯 風 巌や 牙 3節 鬼豪 に 五番 千 ,9)線番 が あ りま L,た｡

次 帝の瀕をヒして 蟻 ノ む しろ 小 さな:Lの こ､LLrたけれ ビ lケ肖像 ビー痩磯拷 付

けに桓威 され てし鼓し､鼓 しt= . 耳 寮 生 の方 々か-ら沃 LiJのお 鼠賓 のお富賓 や お

光 を頂 や′永 当に庵 し切 らご ざ いま した O

前号発 動 以 磯 の ヰ 釈放 の iblめ でた は 次の選 りで す 5回 虹 一茶盈 さん′ 8

回 藍 井上 きん′ /0回 虹 .大智 さん , 河口 さん, 高 弁 泉 さんJ //回 妓 J

森井 さん .藤森 さん ′ /之有里.. 車 軒 さん ｡

//lヨ 嵐の永 田舵 手 さん (東大 大 審嘘風 琴中 )a, 醇賓か ら入鮭中 で した

が′ご家族の争ノ尊 いご着 帯や蒐 虹有 塩じ､め同戯 k,,荊患藍の奇 々の麻 血や g

が ま しの軍資 もな く, 3薫23日 .大挙の凍償 泉 の虞 に ヒtうとろと (な られ

ま したゆ 二滴 鹿 のお 喚 きを款 射 ご引 ナ′ 子鹿 に尭 虚 ･T=れ る,以上 の 不幸 好 な い

と轟敵いrこしました 一 凡 か ら ご好感 をお鮒 uい た します.

錐宜 のお 藤 の 来鹿渡 6号発 声‖こ陳 しよ して妊 い ろいろ等遭 い こしあ って藤麻

的 に鹿追 いた し蓋 しT=ので′ / ～占蘭の奉常 数 の苛 々に香 取 をおぬ 惑い いた

しま した とこ ろ′ /ダー3♂0 円 に産 し まLf=. お か げ蔵 で 妾息 い なす ませ て

なお 太身虜 に鰍 観サ ことが で ヰ ま した々 その都度 .琵感 奮 底 さ し上げ､乏 しTこ本

字 に ごせ 亀 と記 して改 めて お礼 を申 し上 げ､藷 す｡ よき施 輩 にめぐ まれ ま した

ニヒ聖. 鹿 疎 生 と もど も番 が 象 った ことで'ござし＼諌 Ll=が, お泉 の,,'1く池 兜 の

好存′ 死語‖二つ きま してL.認 め て親好 の磨贋 を港 し､て'も､リます｡

敏 駄噴

泉鹿 親子, 川 又薄手,娩嵐虜 操 子. 三 浦サ ト芋 .･土成 菰ビ リ, - 濁 買 手

璃 田澄 子,'太 オ ス手′閣 闇 ス素 子, 水 線潤 子′水 産 唐 芋. 小寒磯 子, 鹿爵由

与.杉 木蘭 手 森泉 節子′ 石 野嵐 子ノ 弁 出 貧寒 .手, ,卜野ヰ 熱 盤 頼家藤 子 ,

上 県激子, 大水栄子､ 金子藤鶴 間盈 由虜 %, Ef戚蔑 T , 強 圃 寮賓等, 木簡

久祭 北軒 紀 子, 泉 田虚 子. 熱 線玲子 )上地 とみ 子 ,金 田寮 等, 帝切 裂 手.

凝 衡 て 瞥厳 の ご勢費 とご魔 磯 をお祈 り いた し息 丸 (/ヂ65,占.ア)
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